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「研究者／学生にとって、ネットワークは

電気や水道と同じように重要なインフラ。

理学部の豊富な学術情報に、学内どこか

らでもアクセスできる環境が望まれて�

いた。大学としても長年積み重ねられた�

膨大かつ貴重な情報を共有し、研究活動

に有効活用してもらいたい。これを実現�

するのが、無線 LANソリューションだと�

考えた」（玉造氏）。しかも、東京大学理学

部の場合、明治以来の建築物をはじめ�

構造の異なる建物8棟をカバーせねば

ならない。工事・設定・運用の費用や容易

さからみても、無線LANを情報インフラ

とすることに間違いはなかったといえる。�
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「無線LAN構築に対しセキュリティーの

面でいくつかの懸念があった。これまで、

学生がアクセスポイントを無造作に設置し、

そこがセキュリティーホールとなって情報

漏洩やサイバー攻撃など、セキュリティー

事故を招く危険性があった」（玉造氏）。�

しかしこの不安を払拭させたのが、Aruba

の集中管理機能とAM（Ai rMoni tor）�

機能である。300台のアクセスポイント�

をAruba5000スイッチで集中管理が�
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可能。アクセスポイントのダウンや不正�

アクセスポイントを瞬時に検出できる。この�

機能により、少人数でのネットワーク管理

を実現できるのである。�
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また、約100ある研究室は各々独自のポリ

シー設定したネットワークを構築していた。

これを一新し、学部統一ポリシーを設定し

ようとするとセキュリティーレベルが下が

る懸念があった。これを解決したのが、

Arubaスイッチの認証VLAN機能である。

各研究室のポリシーを維持し、L2／L3�

有線ネットワークを越えての無線LAN環

境が構築できる。場所を選ばずにアクセ

スできる無線LANを、足回りならびに接

続回線としながらも、個々の研究室ネット�

ワークへのアクセスには制限をかける�

「オープンでセキュアな理想的ネットワー

クを構築できた」のである。�
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2005年春、小柴昌俊名誉教授のノーベ

ル物理学賞受賞を記念した「小柴ホール」

（200人収容）が竣工した。そこでは、内

外の研究者の研究発表や講演などが活発

に行われ、貴重な学術情報をマルチメディ�

ア配信する予定である。「当初、大勢が同

時アクセス可能となるようにホールの内�
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外に多くのアクセスポイントを設置する予

定だった。そんな時、ユニアデックスさん

に提案頂いたのが広域無線アクセスポイ

ント‘Vivato’。1台でMAX１００クライア

ント*の同時アクセス、最大1.5kmの長距

離通信を可能とすることを評価した」（玉

造氏）。ホールの壇上に設置したVivato

は隣接棟の廊下や階下にも電波が届き、

屋内外からのアクセス回線として学術情

報の共有に大いに貢献しているのである。�
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Arubaによる緻密な設定、Vivatoによる

多数の屋内外ユーザーのカバー。理学部�

では、このネットワークインフラを活用し、�

さらなる学術環境の活性化を図っていく。

「キャリアから、学内に建設中のカフェにホッ

トスポットを設定するという提案も受け

ている。そのインフラとしても今回の無線

LANを活用できる。」（玉造氏）と今後

は学内はもとより、ゲストにも配慮したネッ

トワーク環境づくりを目指す。「今回の

無線LAN基盤により理学部が求める複

雑かつ強固なネットワークポリシーの設計・

構築ができた。今後は、Aruba,Vivatoの

豊富な機能を知りつくしたユニアデック

スのサポートを受けながら、フレキシブ

ルな運用をしていきたい。」（中村氏）。

ここに、無線LAN構築と実運用で豊富�

なノウハウを持つユニアデックスへの�

評価と今後の期待が込められている。�
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最大3000ユーザーに対応し、単一学部としては国内最大級となる無線LANインフラ�

を構築。300カ所に及ぶアクセスポイントと広域用アクセスポイント１台の設置で、�

理学部本郷キャンパスでの自由な情報交換と講演のストリーミング配信が可能と�

なった。効率的な情報共有環境が、最高学府の研究活動を支援する。�

ユニアデックス株式会社�

本社　東京都江東区豊洲1-1-1  〒135-8560�

電話　03-5546-4977

※記載の会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。�

http://www.uniadex.co.jp/

東京大学理学部�

大学の新たな学術情報発信に、�

Vivatoが力を発揮する。�

セキュア無線LANソリューション�

ノーベル物理学賞受賞の小柴昌俊名誉教授が教鞭を執る物理学科�

など、アカデミズムの最先端をゆく研究室を数多く抱える東京大学理学�

部。そのフィールドとなる8つの研究棟は、分散している上に構造も�

異なり、しかも明治時代に建てられた古い建物もある。ユニアデック

スは、ここに無線 LANで情報インフラを構築。これにより点在する�

研究者／学生が情報を共有し、新しい発見を可能にするネットワーク

が完成した。�

＞ 学内に点在する研究者・学生のためのネットワークをセキュアに構築したい。�

＞ 各種講演のマルチメディア配信を可能にし、学術環境を向上させたい。�
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既存の有線ネットワークとの接続�
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今後の展開�

＞設 立 明治10年�

＞学部長 岩澤康裕�

＞所在地 〒113-0033 東京都文京区本郷7－3－1　�

＞電 話 03-5841-4570�

＞F A X  03-5841-8776�

＞U R L http://www.s.u-tokyo.ac.jp/index-ja_ip.html

東京大学理学部�

東京大学大学院 理学系研究科 �
ネットワーク室 講師�

玉造 潤史 氏�

東京大学 情報基盤センター �
キャンパスネットワーキング�
研究部門 助手�

中村 誠 氏�

�
無線LANへの不安を払拭する�

Arubaの多彩な機能と管理性。�

点在する研究者／学生が学術情報
を有効に活用するためには、無線
環境が最適。�
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小柴ホールに設置されたVivato（壇上左）�
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 Ａruba６1アクセスポイント�

「効率的な学術環境に貢献する、�
　　　　国内最大級の無線LAN基盤」�

・理学部1号館B棟�

理学部�
1号館A棟�

理学部�
3号館�

理学部�
4号館�

理学部�
化学東館�

理学部�
化学本館�

理学部�
化学西館�

・Aruba 5000 Switch

・小柴ホール�

・Vivato

ONE Stop Service Solution ONE Stop Service Solution

ユニアデックス 事 例�


